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	報 告 者 氏 名
	小木曽　紀代

	大 会 名
	ヨーロピアン　チャンピオンシップ

	開 催 地
	イタリア

	大 会 期 間
	6/30－7/8


	開催地域の様子
	※　文字数に制限はありません　必要に応じて行数を増やして下さい
モロッコからの熱波のの影響で、30度以上の猛暑が毎日続きました

	宿泊場所
	選手と同じ　別のホテル（会場からの時間、交通手段など）
同じホテルに宿泊できましたが、ホテルと言うより合宿所の感覚でした。

エアコンなし、冷蔵庫なしでかなり厳しい状態でした

	大会のサポーターへの対応は
	皆さんフレンドリーに対応してくださいました

	選手たちのコンディションいつもとどうでしたか？
	エアコン　冷蔵庫なしの状態ですので、猛暑の中、体を冷やして休めることができませんでした
しかし、その中でも頑張っていたと思います

	サポーターとして気をつけたことは？
	水分の用意、洗濯などの後方サポートを行いました

	海外の選手を見て感じたことは？
	体格の違い　女子選手は私より背が高い子ばかりでした。
同じスポーツをしているので、皆、変わりなくフレンドリーでした

	日本の選手を見て感じたことは？
	臆することなく、積極的に雰囲気に馴染んでいきました
出廷待ちのサッカー等、各国入り混じって楽しそうでした。

	Spare dayの過ごし方は？
	

	日本チームとして
の課題はありましたか
	事前に宿泊状況の確認をしておくべきだと思いました
但し、今回の宿泊場所はネットではあまり詳しく出てきませんでした

	ＪＯＤＡへの要望
	多くの経験が出来ました
ありがとうございました

	その他
	待ち時間の長さに驚きました。
今までお世話になった皆様、本当にありがとうございました4


ご協力ありがとうございました
JODA海外派遣委員会

